
2024.11.13(水) ＠コミュニティプラザ・コルソ（浦和コルソ）
― 秩父市 産業観光部 先端技術推進課 ―

秩父市ドローン社会実装・先端技術まちづくり実現
コンソーシアムの取組紹介

[防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム 第9回マッチングセミナー]



人口

総数：57,370人（R6.11.1)

（男性）28,085人

（女性）29,285 人

世帯数 26,098世帯

面積 577.83㎢（埼玉県の約15％）

地形の
特色

周囲に山岳丘陵を眺める盆地を
形成し、市域の87％は森林
※県内森林の約40％！

【出典】秩父市作成資料をHPを基に一部加筆

・ 埼玉県北西部の秩父地方にある市
・ 面積は埼玉県内では最も広い！

秩父市の概要（人口・地勢）
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日本三大曳山祭 「秩父夜祭」
～ユネスコ無形文化遺産(H28.12)～

（毎年12月2日・3日）

市街地から車で約10分、秩父ミュー
ズパークからは 「雲海」も見られる
（秋10月～11月がシーズン）

羊山公園 「芝桜の丘」の様子
（4月中旬～GW）

• 秩父市へは、西武鉄道・秩父鉄道の2線が乗り入れており、東京都内・熊谷方面へのアクセスがし
やすい環境

• 都内（池袋）からは西武鉄道の特急電車（Laview）を利用して、約80分で移動可能
• 豊かな自然環境と四季折々の季節を楽しめる地域
• 年間約600万人の観光客（コロナ禍前）が来訪する観光地（実は5割以上がマイカー利用…）
• 芝桜の丘（春）、龍勢祭（秋）、秩父夜祭（冬）などお祭りも盛んな地域（奇祭も…）

秩父市の概要（観光）
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◆令和7年春に「全国植樹祭」開催（令和7年5月25日（日））

◆四大行幸啓◆
天皇、皇后両陛下が、各都道
府県持ち回りで毎年開かれる
「全国植樹祭」「国民体育
（スポーツ）大会」「全国豊
かな海づくり大会」「国民文
化祭」の行事に出席するのに
合わせた重要な地方訪問する
こと。
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秩父市の概要（イベント）



 ドローンハイウェイ構想（平成29年4月～）
・浦山ダム等、秩父市内での取り組みを開始
・東京電力ホールディングス(株)及び(株)ゼンリン
と連携して事業を開始

出典：ドローンハイウェイ構想
（ 東京電力ベンチャーズ（株）・（株）ゼンリン） 秩父市ドローン配送協議会発足（平成31年1月～）

・楽天(株)、(株)ゼンリン、 東京電力ベンチャーズ(株)
との連携により実証実験に取り組む！
※国内２例目のレベル３飛行（H31.1.25）株

ドローン活用の実績を踏まえ、地域課題を取り入れた複合
型の取り組みとし、令和２年度 内閣府/地方創生推進
交付金（Society5.0タイプ）事業にエントリーし採択！

 国土交通省・環境省連携事業「ドローン物流の
検証実験地域」に採択（平成30年8月～）

・全国5地域の１つに選ばれる

【写真】水資源機構／浦山ダム

秩父市のドローン事業への関わり
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■解決すべき課題
・災害時には生活インフラが寸断、観光シーズンには大渋滞で市民の生活にも影響がある。
→ 物流・交通の新たなモデル構築が必要（行政としての「物流」への関与）

・住民の多くが高齢者がゆえに、今後、医療受診が困難になることが想定される。
→ 遠隔医療の必要性（コロナとの共生）

■目指す将来像
・ヒトとモノの移動の困難さに着目した山間地域での物流・公共交通ネットワークを構築する。

① 地域住民（大滝地域）にとって住みやすいまちづくり
② 新たな事業や産業を誘致し、雇用の創出につなげる 活気あるまちづくりを推進
③ 人口の減少・流出を抑制し、地域の活力を生み出す

大雪災害の様子
（平成26年2月）
1週間以上にわたり孤立

人気観光地の三峯神社の道
中は観光シーズンには大渋滞
になることも…

↑大滝地区トンネル ↑三峯神社手前500m

有事の備え
は平時から

秩父市におけるドローン活用の背景
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6

土砂災害の状況

• 発生日 ２０２２年９月１３日（火曜日） 朝6時30分ごろ
• 場 所 一般県道中津川三峰口停車場線 秩父市中津川地内

(大滑ロックシェッド付近)
• 被 害 土砂崩落により通行止（6時50分規制開始）

※規制延長12.4km
• 原 因 岩盤劣化
• 人的被害 なし
• 迂回路 森林管理道金山志賀坂線 一部緊急車両等の通行可

※冬季閉鎖の見込み
• 一部復旧（関係車両のみ通行可） 2023年夏ごろ

生活に関する情報

• 電力 停電 ９月13日～15日
（東京電力の仮復旧工事完了により復電）

• 通信 停電の影響で携帯電話不通
→14日一部復旧 15日復旧

• ガス プロパン使用のため現状支障なし
• 上水道 停電により発動発電機が始動

→水道供給の動作確認済
• バス 西武観光バス中津川線 一部折り返し運行
• 物流 大手運送会社は、配送中止

日本郵便は、週1回、森林管理道経由で信書を配達中

自然災害によるドローンの社会実装（「＆プロジェクト」）
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■ドローン定期配送 概要図

●「Starlink」を活用したドローン定期配送（2023.1.26～3.30）
 県道の土砂崩落により孤立寸前の
市内中津川地内の住民支援として、
モバイル通信が不安定な環境下で
の「Starlink」を活用したドロー
ンによる定期的な物資配送

 期間中に合計28フライト
※配送物資総重量100㎏

 往復距離 往復5.6km

■崩落個所の上空を物資配送のた
め飛行するドローン（囲み枠内）

＜課題＞通信環境の脆弱性をいかに克服するか！

自然災害によるドローンの社会実装（「＆プロジェクト」）

Copyright©2024 City of CHICHIBU All Rights Reserved.



土砂崩落によるドローンの社会実装（「＆プロジェクト」）

●「Starlink」を活用したドローン定期配送の動画をご覧ください。
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■崩落個所の上空を物資配送のた
め飛行するドローン（囲み枠内）

秩父市のドローン事業への関わり（経過）
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名 称 実施年月 内 容

災害時におけるドローン等による支援活動に関する協定 H28.10 相手方：（株）エンルート（当時）

「ドローンハイウェイ構想」（当時）への参画 H29.4 事業実施者：（株）ゼンリン、東京電力ベンチャーズ（株）

秩父市支援組織による浦山ダム及び滝沢ダムの使用に関する協定 H29.4 相手方：（独）水資源機構 荒川総合管理所

ドローンハイウェイを活用したドローン物流サービスの実証 H30.6 事業実施者：(株)ゼンリン、東京電力VT(株)、楽天(株)

国土交通省・環境省連携事業「ドローン物流の検証実験地域」の採択 H30.8 全国５地域の一つに選定される。

ドローンハイウェイを活用した荷物配送実証（国内２例目の「レベル３」飛行） H31.1 秩父市ドローン配送協議会で連携

内閣府「地方創生推進交付金（Society5.0タイプ）」の採択 R02.8 秩父市生活交通・物流融合推進協議会で連携

「埼玉版スーパーシティプロジェクト」のエントリー自治体として選定 R04.1 第１弾グループとして県内１１自治体の一つとして選定

内閣府「デジタル田園都市国家構想推進交付金（TYPE2）」の採択 R04.6 秩父市・横瀬町デジタル田園都市推進協議会で連携

中津川地区における緊急物資輸送に関する連携協定（土砂崩落へのドローン配送の検討） R04.10 相手方：株式会社ゼンリン

中津川地区で衛星通信「Starlink」を活用したドローン定期配送（国内初） R05.1
～3

事業実施者：秩父市、ゼンリン、KDDI、KDDIスマート
ドローン、エアロネクスト ほか3者

政府「デジタルライフライン全国総合整備計画」検討方針
(第12回 デジタル田園都市国家構想実現会議／首相官邸)

R05.3.31 アーリーハーベストPJでの「ドローン航路」を、送電網
を中心にして秩父地域に約150km整備と発表される。

政府「デジタルライフライン全国総合整備実現会議」 R06.3.28 秩父地域と浜松市を「ドローン航路」整備の先行地域に
選定し、2024年度から実装に向けた支援策を講じる。



令和6年3月28日開催 デジタルライフライン全国総合整備計画「実現会議」資料から抜粋

デジタル全総・ドローン航路「先行地域」とは（1）
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デジタル全総・ドローン航路「先行地域」とは（2）

出典：経済産業省ＨＰ「デジタルライフライン全国総合整備計画」 Copyright©2024 City of CHICHIBU All Rights Reserved. 11



デジタル全総・ドローン航路「先行地域」とは（3）

出典：経済産業省ＨＰ「デジタルライフライン全国総合整備計画」 Copyright©2024 City of CHICHIBU All Rights Reserved. 12



2016年 災害時におけるドローン等による支援活動に関する協定 エンルート（当時）

2017年 「ドローンハイウェイ構想」（当時）への参画 ゼンリン、東京電力ベンチャーズ
秩父市支援組織による浦山ダム及び滝沢ダムの使用に関する協定 水資源機構、荒川総合管理所

2018年 ドローンハイウェイを活用したドローン物流サービスの実証 ゼンリン、東京電力ベンチャーズ、楽天
国土交通省・環境省連携事業「ドローン物流の検証実験地域」の採択

2019年

2020年 内閣府「地方創生推進交付金(Society5.0タイプ)」の採択
ドローン物流、遠隔医療、物流MaaSの社会実装に向けた検討開始（大滝地域）

2022年 2023年
2024年

2025年～
本格実装へ

ドローンハイウェイを活用した荷物配送実証
（国内2例目の「レベル3」飛行）
秩父市ドローン配送協議会

「埼玉県スーパーシティプロジェクト」のエントリー自治体として選定
内閣府「デジタル田園都市国家構想推進交付金(TYPE2)」の採択
ドローン配送(災害時)の社会実装開始（吉田地域）

中津川地区で衛星通信「Starlink」を
活用したドローン定期配送（国内初）
ゼンリン、KDDI、KDDIスマートドローン 等

政府「デジタルライフライン全国整備総合計画」にて
ドローン航路の先行整備地域として選定

技術実証期（2016～2019年） 実装検証期（2020年～2024年） 社会実装期（2025年～）

市では2016年からドローン活用の検討を開始し、技術・サービス検証を継続的に行っ
てきた。ドローン航路の「先行地域」の選定を契機に、本格的な社会実装期へ移行し、
地元運用を見据えた体制強化のため、コンソーシアムを設立することとした。
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コンソーシアム設立の背景
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 選定後、「デジタル社会の実現に向けた重点計画」が閣議決定（岸田内閣）され、ドローン航路
もその中の一つとして決定された → 6月21日閣議決定

 「秩父地域での送電線網150㎞」のドローン航路には以下の自治体が存在

・埼玉県：飯能市、比企郡（ときがわ町、小川町）、本庄市、
児玉郡（神川町、美里町）、深谷市、大里郡（寄居町）、
秩父市、秩父郡（皆野町、長瀞町、小鹿野町、東秩父村）＜以上13自治体＞

・群馬県：多野郡上野村、神流町 ＜以上2自治体＞

秩父市だけでなく、地域全体で取り組むべき → 「コンソーシアム（連携事業体）」設立の検討

 今後「ドローン航路（空の道）」を関係自治体で連携して綿々と設定したいことから、
13自治体＋2自治体だけでなく、関心のある自治体にも呼びかけ、また民間事業者とも連携して
「コンソーシアム（連携事業体）」を設立したい。

※秩父市には、国内有数のドローン事業者から「コンソーシアム」参画への意志表示あり。

→ エリアが広域のため埼玉県（各部署）にもご協力をいただき、設立に向けて検討！

EHPJドローン航路「先行地域」の選定を受けて…
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上図にプロットした送電線と河川（荒川、赤平川、横瀬川）以外の小河川もドローン航路として検討する。

ドローン航路150㎞及びその周辺の自治体とは…
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• コンソーシアムの略称「CDC」を組合せ、ドローンのシル
エットを構成

• また、（民：市民)が夢や未来を求めるD(Desire Dream)
を中心として、 (産)(官)(学)(金)の社会実装に必要となる
４つのステークホルダーが連携していく様子を表している

• カラーは、澄んだ青空をイメージした「Sky Blue」を採用

コンソーシアムの設立
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 名称 ：秩父市ドローン社会実装コンソーシアム
略称:ＣＤＣ( Chichibu Drone Social Implementation Consortium)

 設立日：2024年9月20日
 会長 ：北堀 篤（秩父市長）
 会員数：法人会員 35社、オブザーバ18団体（2024/10/25時点）

 事務局：秩父市 産業観光部 先端技術推進課
 ロゴマーク



株式会社アズコムデータセキュリティ
株式会社アトラックラボ
Intent Exchange株式会社
株式会社ｅロボティクス
株式会社NTTデータ
株式会社エーレンズ
共和電機株式会社
KDDI株式会社
KDDIスマートドローン株式会社
株式会社コア
三共木工株式会社
株式会社ゼンリン
ソフトバンク株式会社
株式会社タイセー
一般社団法人ちちぶ結いまち
TEAD株式会社
東京電力パワーグリッド株式会社 熊谷支社
株式会社TOBA
ナブテスコ株式会社
日本航空株式会社

日本電気株式会社
公立はこだて未来大学
有限会社比企オプティクス
株式会社日立製作所
株式会社picto care
特定非営利活動法人VCADシステム研究会
ブルーイノベーション株式会社
公益財団法人本庄早稲田国際リサーチパー
ク
三井住友ファイナンス＆リース株式会社
ヨシモトポール株式会社
株式会社理研イノベーション
秩父商工会議所

※金融機関
株式会社埼玉りそな銀行 秩父支店
株式会社足利銀行 秩父支店
東和銀行 秩父支店
埼玉縣信用金庫 秩父支店

熊谷市
行田市
本庄市
横瀬町
皆野町
長瀞町
小鹿野町
美里町
神川町
上里町
埼玉県 産業労働部次世代産業拠点整備担当
埼玉県 危機管理防災部災害対策課
埼玉県 エネルギー環境課
浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
内閣府 地方創生推進事務局
総務省 総合通信基盤局電波部移動通信課
経済産業省 商務情報政策局情報経済課
デジタルアーキテクチャ・デザインセンター（経産省）

会員一覧 ※五十音順 （令和６年10月25日時点）

一般会員（35団体） オブザーバー会員（18団体）

コンソーシアムの設立（秩父市ドローン社会実装コンソーシアム）
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株式会社アズコムデータセキュリティ
アデコ株式会社
株式会社アトラックラボ
Intent Exchange株式会社
株式会社NTTデータ
株式会社エーレンズ
オートデスク株式会社
一般社団法人環境ロボティクス協会
共和電機株式会社
KDDIスマートドローン株式会社
株式会社コア
株式会社ゼンリン
株式会社タイセー
一般社団法人ちちぶ結いまち
株式会社TOBA
日本電気株式会社
株式会社野村総合研究所
有限会社比企オプティクス
特定非営利活動法人VCADシステム研究会
ブルーイノベーション株式会社

公益財団法人本庄早稲田国際リサーチパー
ク
三井住友ファイナンス＆リース株式会社
ヨシモトポール株式会社
株式会社理研イノベーション
株式会社埼玉りそな銀行 秩父支店
株式会社足利銀行 秩父支店
秩父商工会議所

熊谷市
行田市
本庄市
横瀬町
皆野町
長瀞町
小鹿野町
美里町
神川町
上里町
埼玉県 産業労働部次世代産業拠点整備担当
埼玉県 危機管理防災部災害対策課
埼玉県 エネルギー環境課
浜松市 デジタル・スマートシティ推進課
内閣府 地方創生推進事務局
総務省 総合通信基盤局電波部移動通信課
経済産業省 商務情報政策局情報経済課
デジタルアーキテクチャ・デザインセンター（経産省）

一般会員（27団体） オブザーバー会員（18団体）

会員一覧 ※五十音順 （令和６年10月25日時点）

コンソーシアムの設立（先端技術まちづくり実現コンソーシアム）
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コンソーシアムの最終ゴール 2028年度（R10）
『消滅可能性都市からの離脱、先駆的で持続可能なまちづくり実現』

KPI①ドローン関連サービスの運用開始      ：導入サービス数 10以上
KPI②社会実装の仕組みとルール（エコシステム）の構築   ：スタートアップ数 5以上
KPI③ドローン以外の先端技術を含めたサービス実装への進展  ：対象分野 10以上

重点施策①
コンソ内外の連携強化

重点施策②
地元若手人材の育成

重点施策③
成果の対外発信

コンソーシアム内に留まらず、
外部機関やプロジェクトとの連
携を強化し、イノベーションが
生まれやすい環境を提供

• 部会の定期開催
• 外部プロジェクトとの意見交換及
び積極的な連携

• 多様な人材が参加する交流拠
点の整備 等

市から新産業やスタートアップ
を生み出すため、特に経営者
や運営を担う若手人材を育
成する仕組みを提供

• 大学研究室や高等教育機関と
の連携

• ドローンスクールの開校
• スタートアップ融資制度の創設
等

積極的に成果を対外発表し、
市外へのサービス横展開を支
援。会員のモチベーション向
上を図り、コンソーシムの参画
意義を明確化

• ドローンサミット等の大規模イベン
トやオンライン講演会の開催

• コンソHP上で会員企業の保有
シーズを紹介 等

コンソーシアム 中長期ビジョン・３つの重点施策
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• 各部会は、ドローンサービスの社会実装に向けた「具体的」な議論をする場。
• 部会は、一般会員だけでなくオブザーバにも公開。
• 扱う資料や議事録等は、秘密情報に該当する箇所を除いて市民へ広く公開する方針。

物流部会：主査 KDDIスマートドローン株式会社 森嶋部長

点検部会：主査 Intent Exchange株式会社 中台社長

空撮部会：主査 公立はこだて未来大学 西沢准教授

その他（広報、新分野検討）：事務局で運営

事務局：事務局長 秩父市産業観光部 山田部長
（先端技術推進課）

総会：会長 北堀 篤 秩父市長

【コンソーシアム会員】
一般会員 35社

オブザーバ 18機関

R6.10.25現在各部会へ参加

運営に関する
アドバイス

■コンソーシアムの組織体制

コンソーシアム 部会の位置づけ
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平成28年10月の「災害時におけるドローン等による支援活動に関する協定」の締結に始ま
り、多くの民間企業と連携し、様々なドローンの実証を行ってきた。

令和6年3月末に政府が開催した「デジタルライフライン全国総合整備実現会議」にて「ドロー
ン航路」整備の先行地域として秩父地域の送電線網150ｋｍが選定された。

・H31.1  国内2例目の「レベル3」飛行としてドローンによる荷物配送実証
・R5.1 国内初の衛星通信「StarLink」を活用したドローン定期配送（実装）
・R6.2 国内初の準天頂衛星「みちびき」を活用したスプーフィング対策実証
・R6.5 国内初の「レベル3.5」の1対多運航による荷物配送実証

（1人の操縦者が遠隔にて複数のドローンを操縦）

地域が一体となり官民連携で、ドローン事業をはじめ
先端技術の活用を推進する！
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今後に向けて・・・



【ご清聴ありがとうございました】
＜ お問い合わせ先 ＞

埼玉県秩父市産業観光部 先端技術推進課
〒368-8686 秩父市熊木町8番15号（秩父市歴史文化伝承館 3階）

電話番号：0494-21-5522（直通）
FAX番号：0494-25-0136

メールアドレス：sentan@city.chichibu.lg.jp
URL：https://www.city.chichibu.lg.jp/10493.html
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